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　この編集後記に着手するのが、督促が届くほどまで遅くなっ
てよかった。今まさに春である。窓に目を向けると、空は快晴
である。春の霞みがかった空が何とも心地よい。桜は日々開花
が進み、弊製造所の構内の桜も満開に近い。小生、鉄鋼技術者
であるが、このような記事に筆を取るのもこの時期心地よい。
鉄鋼業界も四季の装いの中で循環することを、この春の陽気に
重ねて考える。ふとした瞬間に考えることがある。種々の事象
あるいは物事の推移やその時の勢いを例える時、人生に重ねる
のと四季に重ねるのと、この二つに大別されるように感じる。
どの産業でも勢いの良い時、少し落ち着いた時、少し元気が無

い時、つまりいつも好調なわけではない。成熟産業という言葉
があるが、鉄鋼業界はよく成熟の部類に分類されてしまうこと
が多い。この意味合いは深く、いずれ老齢となり消え去るから
だ。この表現をどうしても嫌ってしまう。まだ、鉄鋼は冬の時
代、の方が例えとしてはマシだ。それは、また春が来て、夏が
訪れ、秋の木漏れ日、そして冬を向かえ、また必ず再び春が来
るからである。鉄鋼業界も春真っ盛り、桜満開、そして夏真っ
盛りとなるよう邁進したい。
� （H.T.）
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